
Ⅰ．はじめに

早期体験実習は，我が国の医学教育におい

て，幅広い識見，技術と確固たる倫理観を身

につけた人材を養成すべく，早期の段階から

医師等を目指す動機づけ，使命感の体得等を

目的として導入され，カリキュラムや教育方

法の改善がなされている（文部科学省，1995）．

看護学教育においても，文部科学省（2002）

から出された，「看護学教育の在り方に関す

る検討会」報告の中で，臨地での学習は，学

内での学習が終了した高学年次に限られるも

のではなく，むしろ条件が整えば早期の学年

次から組み込む工夫が必要であると唱えてい

る．それを受けて早期体験実習の導入や強化

が進められている．

早期体験実習は，看護職への動機づけや使

命感の体得等を目的としており，「見学」が

主体となる実習形態であっても，看護学生の

今後の学習の意欲や，将来の展望等を考える

契機となる重要な位置づけにあると思われる．

その一方で，桝本・田邊（2012）によれ

ば，Ａ短期大学における看護学生の入学動機

は，「希望ではなかった」「どちらともいえな

い」と答えた看護学生が34％を占めており，

自分の意思で進学を決定せず，他者の意見や

状況に任せて入学を決めている状況が明らか

となっている．さらに，入学動機が本人の希

望であったかについて，「どちらともいえな

い」と答えた看護学生においては，自己教育

力を高めていく上で，成長・発達の志向性が
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育まれていない状況も明らかとなっている

（桝本・田邊，2012）．

本学でも，１年次前期５月に早期体験実習

を実施しているが，このような学生の状況の

中で入学後間もない時期に行われる早期体験

実習について学習の成果があるのか，どのよ

うなことに困難を感じたのか明らかにする必

要がある．

そこで看護師養成機関に入学後，間もない

時期に実施される早期体験実習に関する文献

を検討することで，早期体験実習の現状及び

意義と今後の課題について考察する．

Ⅱ．研究目的

入学後，間もない時期に実施される早期体

験実習の文献を概観し，現状からみた早期体

験実習の意義と課題を明らかにし，今後の早

期体験実習の内容を考える上での基礎資料と

する．

Ⅲ．用語の定義

早期体験実習：本稿においては，看護師養

成機関に入学後早期の段階である１年次に，

病院等の医療の現場で直接的体験を通じて，

看護職を目指す動機づけや使命感を体得させ

ること等を目的とした，初回の看護学実習とする．

Ⅳ．研究方法

１．分析対象文献の抽出

医学中央雑誌Web版Ver.５を使用し，2006

～2015年にかけて，キーワードを，「早期体

験実習」もしくは「早期体験学習」の文献

で，かつ「基礎看護学実習Ⅰ」「看護学生」

をすべて組み合わせ，さらに文献の種類を看

護文献かつ会議録を除いて絞り込み検索をし

た．そこから，本研究目的とは関連性のない

文献は除外したものを分析対象とした (最終

検索日：2015年12月1日)．

２．分析対象文献の内容検討

各対象文献における早期体験実習の概要，

研究の概要について要約表を作成の上，早期

体験実習の学生の学びと今後の課題につい

て，内容の類似性・相違性に基づき，比較・

対比検討する．

Ⅴ．結果

2006～2015年にかけて，キーワードを，「早

期体験実習」もしくは「早期体験学習」の文

献で，かつ「基礎看護学実習Ⅰ」「看護学生」

をすべて組み合わせて検索された文献は，52

件であった．さらに，看護文献かつ会議録を

除いて絞り込み検索をしたところ，原著論文

30件であった．タイトルと要旨の内容を確認

し，本研究目的とは関連性のない１年次の実

習以外の文献は除外し，原著論文22件を分析

対象とした．

この分析対象文献の要約表を表1〜３に示

した．
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１．早期体験実習の概要

（１）目的・目標

早期体験実習の目的・目標は，表１〜３の

早期体験実習の概要の目的・目標から，類似

性に基づき分類し，「実習施設の構造・機能」

「対象の生活の場」「あらゆる発達段階・健康

レベルにある対象及び家族」「看護の役割・

看護の実際」「看護活動の場の広がり」「他職

種との協働・連携」「コミュニケーションの

実際」を知る，または理解する，さらに「看

護学生としての責任・態度」を身につけ，

「今後の学習の動機づけ」とする９種のカテ

ゴリーに区分された．

これらの目的・目標の中で，１年次の前期

と後期を比較し，学習の段階に差を認めたの

は，「他職種との協働・連携」と「看護学生

としての責任・態度」であった．まず，「他

職種との協働・連携」に関して，前期では他

職種の役割や看護師と他職種との連携を知

る，というレベルであるが（古市・高橋・本

江，2011；岡 本，2006），後 期 で は，医 療

チームメンバーの活動や患者を中心とした連

携のあり方（川野・高橋・梶原他，2009）を

理解することが求められており，実習の時期

に応じた学習の段階となっていた．さらに

「看護学生としての責任・態度」では，前期

に目標を掲げていたのは５件であったが（古

市他，2011；古宇田・大黒・佐藤他，2009；

神庭・松下・藤生他，2008；皆川・北村・三

好他，2006；田代，2007），後期では０件で

あった．その他の目標については，前期と後

期に共通する目標設定であった．

（２）実施時期

早期体験実習の実施時期は，全22件中，前

期が14件（５月：３件，６月：１件，７月：

４件，８月初旬：２件，前期のみで実施月の

記載なし：４件），後期は５件（９月：２件，

11月：１件，後期のみで実施月の記載なし：

２件），早期体験実習を１年の前期と後期に

分けて前期は見学,後期はコミュニケーショ

ン・日常生活援助の実施というように展開し

ている場合が１件あった．前・後期の区分が

無く１年次のみの記載が２件であった．

（３）実習施設

早期体験実習の実習施設で記載があったの

は19件で，病院が14件（院内施設・病棟：６

件，院内施設・病棟・外来：３件，病棟の

み：３件，病棟・外来：２件であった．他に

は，病院・福祉施設が２件，保健センターの

みが１件，病院に加えて保健センター・福祉

施設・保育園等，領域を拡充し，医療施設と

地域施設を統合したフィールド実習として実

施したのは２件であった．

（４）方法・内容

実習グループの編成は，病院の場合は，１

グループ最少３名～最多７名，他の福祉施設

や地域施設の場合は，１グループ８～10名程

度で構成されており，教員配置は，1グルー

プあたり担当教員１名であった．

実習の主な内容は，学内での事前学習・

ロールプレイング演習，施設・看護部からの

オリエンテーション，施設見学（その部署で

の担当者からの説明も含む），外来での患者

エスコート，看護シャドーイング，患者との

コミュニケーション，グループワーク・全体

発表会等での学びの共有，実習レポートの作

成であった．

２．早期体験実習における学生の学び

早期体験実習の目的・目標として挙げられ

た９種のカテゴリー毎に，学生の学びを以下

に述べる．
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（１）「実習施設の構造・機能」

病院関係者の説明や病院見学を通して，普

段見ることのできない施設設備や病院内部の

仕組み等を理解し，満足感を得ることができ

ていた（古市他，2011）．また，早期体験実

習では,これまで経験した可能性がある患者

や見舞いという立場ではなく，医療者側の立

場として，患者の療養環境という視点で観察

し，視野の拡大があった（谷口，2010）．

（２）「対象の生活の場」

入院生活の規制・管理，個室と大部屋の違

い，病室の換気・設備，家族用部屋の設備，

病室が患者のプライベート空間，に関する記

述がみられた（皆川他，2006）．さらに，病

棟・病室の構造や物品の観察，屋内環境（屋

内気候，採光，騒音，色彩）の観察（岩脇・

滝下・今西他，2008），ベッドの高さ，窓の

大きさと開閉等の患者の安全面を配慮した環

境，カレンダー等の季節感を感じられる配慮

への気づきや，患者にとって学生自身も環境

の一部であると認識できていたとの報告があ

る（山口・上野・緒方他，2007）．

（３）「あらゆる発達段階・健康レベルにある

対象及び家族」

実習施設を保健センターとしている実習で

は，乳幼児から成人・高齢者に関わる保健事

業に参加することで，あらゆる発達段階，あ

らゆる健康レベルの人が看護の対象であると

理解できている（神庭他，2008）．外来での

実習では，通院と入院患者の健康レベルの違

いに気づく事ができた（皆川他，2006）．フィー

ルド実習としたところでは，対象の理解にお

いて，医療施設では健康障害に伴う苦痛の理

解ができ，地域施設では成長発達段階を含め

たものにまで学びが広がることが明らかとさ

れている．(皆川他，2006)．

（４）「看護の役割・看護の実際」

学生が実習で捉えた看護の役割は，「観察・

記録・報告」「患者の把握」「日常生活援助」

「安全安楽の確保」「環境調整」「患者の自立」

「患者の立場に立つ」「診療介助」「精神的援助」

「他職種との連携」であった（岩脇他，2008）．

川口・金山・山下他（2009）によれば，学生

が実習で捉えた看護の役割は，記述の多い順

に「信頼関係，人間関係形成」「不安の軽減，

心を支える」「日常生活の援助」「コミュニ

ケーション」「患者の観察」「安全を守る援

助」「看護師あるいは他職種との連携」「人権

尊重，インフォームドコンセント」「自立へ

の援助」「診療の援助（医療処置）」であった．

山口他（2007）は，チームでの情報共有につ

いても挙げている．

（５）「看護活動の場の広がりの理解」

実習施設を保健センターとしている実習で

は，乳幼児から成人・高齢者に関わる保健事

業に参加することで，広く看護活動の場を捉

え，保健師の役割にも気づくことができた

（神庭他，2008）．

（６）「他職種との協働・連携」

チーム医療を構成する職種の存在とその役

割について，52.1％の学生が実習レポートに

記述しており，早期体験実習を医学科学生と

合同で行ったことで，看護職だけでなく他職

種への関心が広がったとの報告がある（山

下・金山・川口，2009）．

他職種と相互理解する対象は患者であり，

チーム医療を効率的に進めるためには，患者

を中心として同じ目標を設定する必要がある

と学んでいる（川野他，2009）．

（７）「コミュニケーションの実際」

対象の状況や個別性を考慮したコミュニ

ケーションの方法，スキンシップや目線を合
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わせる表情を観察するといった非言語的コ

ミュニケーション，信頼・人間関係の構築・

対象理解にコミュニケーションは重要である

という学びがあった（山口他，2007）．

鰺坂・安斎（2006）は，学生のコミュニ

ケーションに関する「意思疎通ができてこそ

患者と看護師の関係が成り立つのではと考え

た」等の記述から，「コミュニケーションの

講義は未修であるにも関わらず，見学のわず

かな時間でコミュニケーションのプロセスや

態度，信頼関係や重要性までを，看護師の援

助場面から五感を通して学んでいる」と報告

している．

（８）「看護学生としての責任・態度」

知識がない自分にできる患者の苦しみを和

らげる方法は，患者の話を真剣に聞くことで

あると自ら答えを導き出している（谷口，

2009）．また，これまでの学ぶ立場から指導

看護師の看護活動を通して，患者に援助する

側の体験をしたことで，「看護職として必要

とされることへの自負」が芽生え，肯定的変

化があったことが明らかとなっている（古宇

田他，2009）．また，浅井（2007）は，実習

によって学生の中に援助者としての自己意識

が芽生えると述べている．

さらに，看護師とともに行動する中で，患

者と同じ目線で物事を考え，行動できる，患

者を大切な人として接していける，患者一人

一人を考えることができる看護師像を描いて

いた（山口他，2008）．鰺坂・安斎（2006）

の報告によれば，実習後のレポートから，看

護師の行動についての記載が44.6％と半数近

くを占めており，学生は見学実習で看護師の

行動に多くの関心を注ぎ，学習モデルとして

捉えていることが明らかとなっている．

（９）「今後の学習の動機づけ」

１年次前期に早期体験実習があったことに

対して「技術演習の参考になった，意欲が増

した」との回答が得られている（伊藤・中

岡・岡崎他，2009）．さらに，１年次後期の

看護技術演習には76.5％の学生が技術と実際

の場面の結びつき，技術の根拠の理解等に役

立っていると回答している（伊藤他，2009）．

早期体験実習の気づきとしては，「学習意

欲」の高まりや，「新たな発見」「自己の課題」

「未熟さ」等が挙げられた(古市他，2011)．

久川・吾妻・菅原（2007）は，早期体験実

習についての学生アンケートの中で，「看護

ケアの提供に看護職と他の専門職がチームで

連携，協働することの重要性の理解」の得点

が高く，学生にとって関心が高い内容であ

り，「看護の専門性とは何か」を考える契機

になっていたと報告している．久川他

（2007）は，看護は生活を見るものであり，

個だけではなく家族や地域といった単位で見

ていく必要性が認識できており，早期から

チーム医療の連携や地域に住む人々とのかか

わりを体験学習することは，より広い視点で

看護の役割機能を捉え，今後の学習の動機づ

けを高めることを可能にすると述べている．

３．早期体験実習で感じた戸惑い・不安・緊張

入学後の初回の実習ということもあり，実

習レポートの「実習に関した緊張・不安」の

記載率は38.6％（山口他，2008）であった．

また，古市他（2011）の報告によれば，実習

で戸惑いを感じていた内容は，「知識不足」

（7.4％）「積極性のなさ」（5.8％）「患者との

関わり（4.9％）「実習時期」（4.5％）「実習

目的の不明確さ」（2.9％）「不安」（1.3％）

であった．
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さらに，早期体験実習の目的・目標につい

て，2.9％の学生が不明確である（古市他，

2011），不明瞭である（伊藤他，2009）との

記述もみられた．

実習時期が１年次前期ということに対して

は，知識不足による不安や戸惑いを感じてい

た(伊藤他，2009；古市他，2011)．患者との

コミュニケーションについて，高齢や認知症

患者に戸惑いを感じている（伊藤他，2009），

年配の人と話す機会がない，緊張，患者の反

応がつかめずに話が途切れる等のコミュニ

ケーションに困難を感じている実情がある

（山口他，2007；伊藤他，2009）．また，患者

の悪い病状に対して動揺や困難を感じ，それ

を表現しないようにして「良くなりますよ」

という根拠のない安易な励ましの言葉を患者

に発したとの報告もされている（林・井村，

2012）．

実習前は，TVドラマ等の印象で看護師の仕

事をイメージしていたが（谷口，2010），臨

床の場での，看護の厳しさ・大変さを知り

（伊藤他，2009），自分のイメージとの違いを

感じ（古市他，2011），また，将来自分が看

護職者としてチームで働いていけるのかとい

う不安や戸惑いを覚えたと報告されている

（古宇田他，2009）．

Ⅵ．考察

１．早期体験実習の概要について

（１）目的・目標

少数ではあるが，目的・目標の理解ができ

ていない学生が存在している（古市他，

2011；伊藤他，2009）．早期体験実習は，看

護師養成機関に入学して初回の実習であり，

学習がほとんど進んでいない状況にある．梶

田（1994）は，「自ら学ぶ意欲をなかなか持

てないのは，授業でやっていることが一体何

のためなのかわかっていないから，という場

合があるであろう．」と述べている．実習の

目的・目標が理解できていない状況下では，

今後の学習の動機づけは期待できないと考え

られるため，実習オリエンテーションや事前

学習の充実を図る必要がある．

さらに，目的・目標は，学習進度と実習の

時期，施設，方法・内容を検討し，学生の学

習意欲が向上するように，学生が到達可能な

ものを設定することが肝要である．

（２）実施時期

要件が整えば，できるだけ早期に実習する

ことを推奨されており（文部科学省，1995），

現状では，１年前期に多く設定されている．

１年前期に実習したことで，後期の看護技

術演習には，76.5％の学生が技術と実際の場

面の結びつき，技術の根拠の理解等に役立っ

ていると回答しており（伊藤他，2009），学

生の満足度が高いと考える．

また，前期の場合，早期体験実習に関連す

る科目の履修状況は，看護師養成機関によっ

て違いはあるものの，看護学概論，コミュニ

ケーション技術，日常生活援助技術が部分的

に進んでいる程度である．しかし，犬塚（2010）

は，「自分のすべてを使ってわかり感じとる

ことが，体験学習の本質である」と述べてい

るように，コミュニケーション技術が未履修

でも，看護師と患者の場面を見学して学生の

五感で感じ取っていることが明らかとなって

おり（鰺坂・安斎，2006），内発的動機づけ

に繋がるのではないかと思われる．

さらに，阿部・重松・服部他（2011）によ

れば，入学から４か月後の早期体験実習での

リアルな体験は，実習終了後から半年を経て

も学生の中に強く残っていること，日々の学
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習に基づく不安や自己課題は出現するが，看

護学生の看護職への志向は高まったことも明

らかにしている．

後期の場合は，半年以上学習が進んでいる

状況により，看護学生としての態度やコミュ

ニケーション技術も備わっていることが想定

され，コミュニケーションの困難感は軽減す

ると予測される．しかし，前述したように，

学習がまだ進んでいなくとも，入学して間も

ない学生の瑞々しい感覚をもって，「学生の

五感で感じ取る」（鰺坂・安斎，2006）とい

うことから，早期に体験実習を行っても，そ

の時期ならではの学習効果は得られると考え

る．さらに，成功体験ばかりでなく，うまく

いかなかった体験を自身でどう改善していく

べきかを考え，今後の学習の動機づけとする

ためには，可能な限り早期に実施するのが効

果的であると考える.

（３）実習施設

実習施設が病院での実習は，看護師の役

割・看護の実際や患者の生活の場を知るこ

と，患者とのコミュニケーションについては

見学・体験する機会に恵まれている．一方

で，施設では看護師が少なく，看護の役割を

学ぶのが難しいという現状があるものの，他

職種との協働・連携やあらゆる発達段階・健

康レベルにある対象及び家族の理解，看護活

動の場の広がりの理解が深まると考えられ

る．久川他（2007）によれば，体験学習施設

として，病院と施設の両方を設定することに

より，病院と施設における看護の役割，さま

ざまな専門職種との連携の実際から，「看護

の専門性」とは何かを考える契機となってい

たと報告している．したがって，実習施設は

病院だけでなく，福祉施設や地域施設への拡

充したフィールド実習も一考であるが，その

場合は，看護の役割をどのように学ばせるの

かということや，実習施設の確保という点

で，今後の検討が必要であると思われる．

（４）方法・内容

まず，グループの編成について，病院での

実習では最少３名～最多７名，他の福祉施設

や地域施設での実習の場合は，１グループ８

～10名程度で構成されていた．犬塚（2010）

は，体験学習を個人よりも数人のグループで

行うことについて，「そこでの学びは相手の

反応やフィードバックからの気づきで，自分

では気づかなかったことに気づいたり，自分

自身を客観的に見つめて自分の特徴を知るこ

とができます．」と述べている．各々の施設

において，種々の体験ができるよう考慮され

ているが，学生がそれぞれ経験したことをグ

ループで討議することは，個人では見聞でき

ていないことであっても，学びの共有ができ

るという点において，グループを編成しての

取り組みは有益であると考える．

２．早期体験実習での学びと今後の課題

浅井（2007）は，基礎教育課程の初期段階

にある学生は，実際に看護援助を提供する経

験はしていないため，生活者としての立場で

その場の状況を捉えることができると主張し

ている．それに加えて，患者や面会者という

立場ではなく，施設での医療者側の立場とし

て患者の療養環境という視点での観察も相

まって，視野の拡大があったと推察される．

早期体験実習は，援助される側の生活者と

しての視点と，看護師と行動を共にすること

で援助する側の視点とを併せ持たせて学ぶ上

で，先入観のない学生の瑞々しい感覚が活か

される実習であるといえる．

早期体験実習で学生が看護の大変さ・厳し
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さ・責任の重さから，自分にできるのかとい

う感情を抱いている学生もいるという現状で

あっても，古宇田他（2009）によれば，高校

もしくは高校以降の教育機関選択時点で職業

選択をしている学生は，早期体験実習を終え

ても意思が揺らぐことなく看護師を希望して

いた．看護師養成機関に自らの意思で入学し

た学生は，自分のイメージと臨床での状況が

異なっていても肯定的に受けとめられる素地

を持っているといえる．

その一方で，看護師養成機関に自らの意思

で入学していない学生は，早期体験実習で感

じた看護の大変さ・厳しさ・責任の重さを肯

定的に受け止められず，学習意欲が減退する

ことも想定される．坪谷が，「学生たちが学

習への取り組みや成果を見失い，挫折のきっ

かけになるのも臨地実習です．」と述べてい

るように，早期体験実習で，学習を継続する

気力を失うことなく，看護職の選択に対して

肯定的感情を抱けるような変化をもたらす契

機となるよう，実習内容の充実について検討

していく必要がある．

早期体験実習では，学生は看護師と行動を

共にすることになる．文部科学省（2002）の

看護学教育の在り方に関する検討会報告の中

で，「臨地実習の場に卓越した看護職者のロー

ルモデルがいることが学生に良い影響を与え

る．中でも身体侵襲を伴う技術の実施は実践

現場の経験を積んだ看護職者の責任であり，

学生にケアの実践モデル，専門職者としての

役割モデルとして機能してこそ臨地実習の意

義がある」と示されている．早期体験実習に

おいて，学生は看護師と行動をともにし，あ

らゆる看護場面を自身の五感を使い学び取っ

ている．岩脇他（2008）は，「早期体験学習に

おける基礎看護学実習では指導看護師の対応

が学生の実習の満足度に影響していたことか

ら，指導看護師への実習目標や１年生の学習

のレベルの説明等を徹底していくことが大切

である」と述べている．早期体験実習におい

て，学生が自分のすべてを使ってわかり感じ

取ろうとしていることや，そこでの学びが，

今後の学習の深化，学習意欲，これまでの漠

然としていた理想の看護師像が具現化すると

いうことを，教員も指導看護師も共有してお

く必要があると考える．

入学後間もなく，学習がほとんど進んでい

ない状況での早期体験実習では，専門用語が

理解できなかったり，患者とのコミュニケー

ションを通して学生が「知識の不足」を痛感

したりするのは必然であるといっても過言で

はない．特に患者とのコミュニケーションに

ついて，林・井村（2012）は，患者とのコミュ

ニケーションの際に，患者との話が途切れる

のではないかと学生が不安を抱いていること

について，「患者の話を聞きながら，話が途

切れるのではないかと患者の話とは別のこと

を考え，患者の話をよく聴くことができない

原因になる」と述べている．さらに，認知症

患者や高齢者患者との会話に苦慮している点

においては，近年の我が国における家族形態

は，核家族化の一途をたどっており，学生が

日々の生活の中で高齢者と接する機会が少な

いということが，少なからず影響しているも

のと推察される．しかし，１年次でのコミュ

ニケーション技術内容として，看護の専門性

を必要とするコミュニケーション技術ではな

く，身だしなみや挨拶等の社会の一員として

の基本的なコミュニケーション技術を挙げて

いる（上田・渡邉，2012）．学生が困難を感

じた専門知識やコミュニケーション技術の不

足について，それらは学年ごとに段階を得て
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習得していくものであり，１年次で「知識不

足」を感じて学習意欲を失わず，否定的では

なく肯定的な感情を抱ける様に学生を支援し

ていく必要があると考える．

Ⅶ．おわりに

入学後間もない時期に行われる早期体験実

習において，学生は，対象者の環境を生活者

としての視点と看護者としての視点を併せ持

ち理解することができる．加えて学生は，専

門知識がほとんどない状況ではあるが，看護

の役割・看護の実際を目の当たりにし，これ

までに抱いていた理想の看護師像が具現化す

る．さらに，今後の学習を進めていく上で，

知識不足やコミュニケーション技術の未熟さ

等の自己課題が明確になり，今後の学習の動

機づけとなっている．この動機づけが今後の

学習の深化へと結びつくように支援していく

必要があると示唆された．

今後の課題としては，早期体験実習の目的・

目標を到達可能なものに設定するということ

や，学生が充分に理解できるように事前学習

や実習オリエンテーションの内容の充実を図

る必要がある．

また，看護活動の場の広がりについて，実

習施設が医療施設だけではなく福祉施設や地

域施設も加わることにより，理解は深まると

思われる．しかし，実習施設の確保といった

点から，他領域での実習も含め，段階的にで

も機会を設けていく必要性があると考える．

さらに，実習施設が多岐にわたる場合は，学

生の支援について施設側と教員との連携を密

にしていく必要があると考える．
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